
- 1 - 

１ 計画策定の背景 

 

２ 計画の位置づけ 

 

３ 計画の期間 
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４ 計画の基本理念 

 

【基本理念】 

全てのこどもが笑顔で喜びに満ち、希望にあふれるまち 山口 
 

「こども」と「子ども」の表記について 

子どもの権利条約では、18 歳未満を「子ども」と定義しており、我が国においても、

児童福祉法などで主に 18 歳までを「子ども」と定義し支援の対象としています。 

一方、こども基本法では、年齢に区切りを置かず、「心身の発達の過程にある者」を「こ

ども」と定義しています。 

本計画は、心身の発達の過程にある方すべてが支援の対象であることから、法令に根

拠がある語を用いる場合、固有名詞を用いる場合、他の語との関係で「こども」以外の

表記を用いる必要がある場合を除き、「こども」と表記します。 

 

５ 計画の基本方針 

 



- 3 - 

６ 計画の施策体系 

 


